
別紙２
分会合同会議の報告について

開催日：令和８年６月１日（月）

参加者：40名（野球・バスケ・バレー・ソフトテニス・卓球・剣道・バドミントン分会、中学校教員）

議 事：地域クラブ活動の実施・支援について、分会の開催について、意見交換

１ 分会の開催について 別紙３（Ｐ１２）

２ 分会合同会議での主な質問等について

（１）認定登録指導者制度について

【質問・回答】

・教職員も登録が必須なのか → 地域クラブ活動で指導を行う場合、登録が必要

・指導者登録に必要な研修会の開催は年１回のみなのか → 検討（複数開催、オンデマンドなど）

【制度】

・市認定要件 「市が定める研修を受講し、市に登録された指導人材が活動に携わること」

・市指導者登録制度 「市・市教委が行う研修、Ｎｽﾎﾟなよろが行う研修、国・道が行う研修、市が認めた団

体の研修のいずれか」

指定研修：７月１４日（火）Ｎｽﾎﾟなよろ指導者研修会

・国ガイドライン 指導者登録制度

【検討事項】対面、動画視聴など研修方法等の検討 →Ｎスポなよろと検討



別紙２
（２） 認定地域クラブ活動の活動時間の要件について

【質問・回答】

・部活動と地域クラブ活動が異なる競技の場合、活動時間や休養日の調整は誰がどう管理するのか。

→ 検討

【制度】・市認定要件

・国ガイドライン

【検討事項】・活動時間の管理

⃞ 生徒の心身の成長に配慮して健康に生活を送れるよう、週２日以上の休養日を設定し、活動時間は、平
日は１日２時間程度以内、休日は１日３時間程度以内とし、週当たりの活動時間は 11 時間程度の範囲
内とすること。その上で、できるだけ短時間で合理的かつ効率的・効果的な活動とすること※１

※１ 平日は学校部活動を実施し、休日のみ地域クラブ活動を実施する場合には、原則として、休日の地域クラブ活動において、

少なくとも１日以上の休養日を設ける。ただし、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動の組み合わせの工夫など、多様な形態

があり得る。例えば、改革の進展に伴い、体制の充実した休日に活動の中心がシフトしていくことも想定されるところ、週当たり

の活動時間が 11 時間程度の範囲内に収まり、かつ、週２日以上の休養日が設けられるのであれば、平日の活動を週３日以内に抑

えつつ休日に２日間連続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能。


